
平

成

二

二

年

一

二

月

二

八

日

「

地

方

出

先

機

関

の

一

括

移

譲

」

の

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

が

閣

議

決

定

さ

れ

、

こ

の

通

常

国

会

に

法

案

提

出

、

平

成

二

六

年

度

に

は

地

方

整

備

局

の

事

務

・

権

限

を

地

方

に

移

す

こ

と

が

で

現

在

作

業

が

進

め

ら

れ

、

事

態

は

ま

さ

に

重

大

な

局

面

を

迎

え

て

い

ま

す

。

こ

の

閣

議

決

定

に

は

、

「

移

管

に

際

し

て

は

、

関

係

市

町

村

の

意

見

を

聞

く

」

こ

と

が

条

件

と

し

て

付

加

さ

れ

て

い

ま

す

。

ユ

ニ

オ

ン

は

こ

の

間

、

一

般

労

働

組

合

と

協

力

し

地

方

自

治

体

に

出

先

機

関

移

譲

の

問

題

点

を

訴

え

、

反

対

の

意

見

書

採

択

の

運

動

に

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

が

、

一

月

末

現

在

に

お

い

て

、

全

国

で

三

〇

〇

近

い

自

治

体

議

会

で

私

た

ち

の

訴

え

に

賛

同

し

、

意

見

書

が

採

択

さ

れ

、

さ

ら

に

広

が

っ

て

い

ま

す

。

特

に

３

・

１

１

東

日

本

大

震

災

後

「

大

規

模

災

害

に

対

し

国

の

機

関

は

必

要

」

「

国

土

保

全

は

国

の

責

務

」

な

ど

、

存

続

を

求

め

る

声

が

広

が

っ

て

い

ま

す

。平

成

二

四

年

二

月

七

日

付

け

建

設

通

信

新

聞

で

は

、

一

二

月

二

七

日

に

「

地

方

整

備

局

及

び

地

方

経

済

産

業

局

存

続

の

要

望

書

」

を

政

府

に

提

出

し

た

「

地

方

を

守

る

会

」

が

、

当

時

四

二

道

府

県

、

一

二

二

の

市

町

村

長

の

参

加

で

あ

っ

た

が

、

「

地

方

を

守

る

会

に

賛

同

し

た

市

町

村

は

、

二

月

ま

で

の

わ

ず

か

二

ヶ

月

間

で

、

発

足

当

時

の

三

倍

程

度

と

な

る

三

〇

〇

超

へ

と

急

増

し

た

」

と

報

道

し

て

い

ま

す

。

「

地

方

を

守

る

会

」

で

は

３

月

３

日

に

東

京

で

決

起

集

会

を

開

き

、

出

先

機

関

の

存

続

を

ア

ッ

ピ

ー

ル

し

て

い

く

予

定

で

す

。

全

国

に

広

が

っ

て

い

る

「

地

域

主

権

・

地

方

整

備

局

移

譲

」

へ

の

「

反

対

の

声

」

の

一

部

を

以

下

に

紹

介

し

ま

す

。

①

１

１

月

２

９

日

開

か

れ

た

道

路

整

備

促

進

大

会

で

は

、

・

高

知

県

で

は

全

て

の

市

町

村

議

会

が

「

地

方

出

先

機

関

存

続

」

を

決

議

を

確

認

し

た

。

（

現

在

３

４

自

治

体

中

３

２

自

治

体

で

決

議

）

・

九

州

地

方

知

事

会

が

「

地

方

整

備

局

移

譲

」

を

決

め

て

も

、

「

市

長

会

・

町

村

長

会

・

関

連

議

会

長

を

含

め

、

六

団

体

が

認

め

た

わ

け

で

は

な

い

。

」

等

の

意

見

が

出

さ

れ

②

１

１

月

３

０

日

民

主

党

国

土

交

通

部

門

会

議

で

、

受

け

皿

で

あ

る

「

広

域

連

合

体

」

が

出

入

り

が

自

由

な

任

意

組

織

で

一

方

、

推

進

派

は

、

危

機

感

を

強

め

、

巻

き

返

し

を

図

っ

て

い

ま

す

。

関

西

広

域

連

合

の

第

一

六

は

、

事

業

の

継

続

性

を

担

保

で

き

な

い

③

１

２

月

１

２

日

民

主

党

地

域

主

権

調

査

会

の

自

治

体

ヒ

ア

リ

ン

グ

で

、

岩

手

・

宮

城

・

福

島

の

被

災

三

県

の

自

治

体

は

「

東

北

地

方

整

備

局

を

残

し

て

欲

し

い

」

の

意

見

が

多

い

④

１

月

２

４

日

全

国

市

長

会

地

方

分

権

改

革

検

討

会

議

で

、

「

地

方

整

備

局

の

廃

止

は

国

の

責

任

を

弱

体

化

さ

せ

る

も

の

で

あ

り

、

改

革

の

議

論

は

、

東

日

本

大

震

災

か

ら

の

教

訓

を

得

て

い

な

い

。

住

民

の

命

を

守

る

た

め

に

も

地

方

整

備

局

は

残

し

て

欲

し

い

。

」

な

ど

地

域

主

権

に

不

満

噴

出

と

報

道

さ

れ

、

⑤

１

月

１

１

日

宮

崎

県

の

市

町

村

会

が

県

知

事

に

「

国

の

出

先

機

関

廃

止

・

地

方

主

権

・

地

方

整

備

局

移

譲

は

時

期

尚

早

」

と

国

に

働

き

か

け

る

よ

う

知

事

に

意

見

書

提

出

。

さ

ら

に

宮

崎

県

で

は

県

の

商

工

会

議

所

な

ど

で

も

反

対

の

運

動

が

広

ま

っ

て

い

ま

す

。

九

州

で

は

１

月

末

現

在

４

０

％

を

超

え

る

自

治

体

で

意

見

書

が

採

択

さ

れ

、

こ

う

し

た

運

動

の

前

進

が

広

範

な

反

対

運

動

の

背

景

に

あ

る

と

言

え

ま

す

。

回

連

合

委

員

会

で

は

、

○

い

ま

猛

烈

に

国

の

方

で

移

管

対

象

の

省

庁

か

ら

反

撃

が

あ

る

。

(

二

面

下

段

に

続

く

）
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国

土

交

通

省

管

理

職

ユ

ニ

オ

ン

は

、

現

在

進

め

ら

れ

て

い

る

「

地

域

主

権

・

地

方

整

備

局

移

譲

」

で

は

、

決

し

て

「

国

民

の

安

全

・

安

心

は

守

ら

れ

な

い

」

と

、

全

て

の

自

治

体

・

議

会

に

対

し

て

働

き

か

け

、

そ

の

結

果

と

し

て

、

現

在

３

０

０

近

い

自

治

体

で

反

対

の

意

見

書

が

採

択

さ

れ

、

宮

崎

県

で

は

、

市

長

会

、

町

村

会

が

連

名

で

「

慎

重

な

対

応

」

を

県

に

申

し

入

れ

る

な

ど

も

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

新

潟

県

三

条

市

長

を

代

表

世

話

人

に

「

地

方

を

守

る

会

」

も

発

足

、

１

２

月

２

７

日

に

は

「

国

の

出

先

機

関

の

存

続

を

求

め

る

要

望

書

」

を

政

府

に

提

出

し

て

い

ま

す

。

「

地

方

を

守

る

会

」

は

わ

ず

か

２

週

間

で

１

２

０

の

首

長

が

参

加

し

、

現

在

３

０

０

を

超

え

て

い

る

と

さ

れ

、

出

先

機

関

廃

止

問

題

は

基

礎

自

治

体

か

ら

多

き

な

流

れ

の

変

化

が

生

ま

れ

て

い

ま

す

。

「「「「

地

方

地

方

地

方

地

方

をををを

守守守守

るるるる

会会会会

」」」」

へ

の

へ

の

へ

の

へ

の

参

加

参

加

参

加

参

加

がががが

二二二二

ヶヶヶヶ

月月月月

でででで

三

倍

化

三

倍

化

三

倍

化

三

倍

化

、、、、

東

京

東

京

東

京

東

京

でででで

３３３３

月月月月

３３３３

日日日日

決

起

集

会

予

定

決

起

集

会

予

定

決

起

集

会

予

定

決

起

集

会

予

定

九
州
で
は
自
治
体
の
四

〇
％
以
上
で
採
択

宮
崎
県
で
は
商
工

会
議
所
も
移
譲
反
対

の
働
き
か
け

ユ
ニ
オ
ン
や

ユ
ニ
オ
ン
や

ユ
ニ
オ
ン
や

ユ
ニ
オ
ン
や
建
設
支
部

建
設
支
部

建
設
支
部

建
設
支
部
のののの
働働働働
き
か
け
で

き
か
け
で

き
か
け
で

き
か
け
で

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０
近近近近
いいいい
自
治
体

自
治
体

自
治
体

自
治
体
でででで
反
対
反
対
反
対
反
対
のののの
意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

推
進
勢
力

推
進
勢
力

推
進
勢
力

推
進
勢
力
もももも
危
機
感

危
機
感

危
機
感

危
機
感
、、、、
巻巻巻巻
きききき
返返返返
し
を
し
を
し
を
し
を
画
策
画
策
画
策
画
策

い

よ

い

よ

い

よ

い

よ

い

よ

い

よ

い

よ

い

よ

天

王

山

天

王

山

天

王

山

天

王

山

のののの

攻

防

攻

防

攻

防

攻

防

にににに

！！！！



民

主

・

自

民

・

公

明

の

三

党

は

二

月

二

五

日

、

国

家

公

務

員

給

与

の

引

き

下

げ

に

つ

い

て

、

二

〇

一

一

年

度

人

事

院

勧

告

に

盛

り

込

ま

れ

た

平

均

〇

・

二

三

％

削

減

を

実

施

し

た

上

で

、

民

主

党

の

主

張

す

る

給

与

削

減

特

例

法

案

に

基

づ

き

、

二

〇

一

三

年

度

末

ま

で

、

七

・

八

％

引

き

下

げ

る

（

合

わ

せ

て

八

・

〇

三

％

）

こ

と

で

大

筋

合

意

し

た

と

報

道

さ

れ

て

い

ま

す

。

法

治

国

家

で

、

再

び

憲

法

違

反

行

為

が

実

施

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

労

働

基

本

権

が

制

約

さ

れ

、

そ

の

代

償

措

置

と

し

て

の

人

事

院

勧

告

制

度

に

よ

ら

ず

、

公

務

員

賃

金

引

き

下

げ

を

決

定

す

る

こ

と

は

、

憲

法

二

八

条

に

明

確

に

違

反

し

ま

す

。

ま

た

、

国

家

公

務

員

法

第

二

八

条

「

情

勢

適

応

原

則

」

も

無

視

す

る

も

の

で

す

。

そ

し

て

、

こ

う

し

た

行

為

が

「

税

と

社

会

保

障

の

一

体

改

革

」

と

称

す

る

消

費

税

率

一

〇

％

へ

の

引

き

上

げ

、

年

金

引

き

下

げ

、

支

給

開

始

年

齢

引

き

上

げ

な

ど

、

一

層

の

国

民

犠

牲

を

強

行

す

る

「

露

払

い

」

と

し

て

実

施

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

が

、

こ

ん

な

で

た

ら

め

な

政

策

、

政

治

が

ま

か

り

通

る

こ

と

は

許

さ

れ

ま

せ

ん

。

今

回

の

公

務

員

賃

金

の

切

り

下

げ

は

、

民

間

の

賃

下

げ

に

連

動

し

「

賃

下

げ

の

悪

循

環

」

で

経

済

が

更

に

冷

え

込

む

こ

と

が

懸

念

さ

れ

ま

す

。

税

収

が

減

り

、

震

災

復

興

や

社

会

保

障

財

源

の

確

保

に

も

逆

効

果

で

す

。

労

働

総

研

（

労

働

運

動

総

合

研

究

所

）

は

、

仮

に

国

家

公

務

員

の

賃

金

を

一

〇

％

削

減

し

た

場

合

、

そ

れ

に

直

接

連

動

す

る

労

働

者

は

六

二

五

万

人

、

そ

の

労

働

者

家

族

の

消

費

減

少

で

、

国

と

地

方

の

税

収

は

、

五

、

四

〇

一

億

円

の

大

幅

減

少

と

な

る

と

試

算

し

て

い

ま

す

。

政

府

は

、

今

回

の

賃

金

引

き

下

げ

で

生

ま

れ

る

財

源

は

、

約

二

、

九

〇

〇

億

円

と

し

て

い

ま

す

が

、

結

果

、

二

，

九

〇

〇

億

円

の

節

減

が

逆

に

五

，

四

〇

〇

億

円

の

減

収

と

な

る

わ

け

で

す

。ユ

ニ

オ

ン

は

、

公

務

員

の

生

活

だ

け

で

な

く

、

こ

う

し

た

大

き

な

問

題

を

持

つ

国

家

公

務

員

賃

金

の

削

減

に

対

し

て

、

総

務

省

と

交

渉

し

、

「

反

対

」

を

強

く

申

し

入

れ

、

人

事

院

に

対

し

て

役

割

を

果

た

す

よ

う

申

し

入

れ

、

各

支

部

か

ら

各

党

、

担

当

大

臣

に

撤

回

と

廃

案

の

申

し

入

れ

を

行

っ

て

い

ま

す

。

政

府

が

「

身

を

切

る

」

と

い

う

な

ら

、

企

業

・

労

働

組

合

・

団

体

な

ど

か

ら

政

党

へ

の

政

治

献

金

を

制

限

す

る

代

わ

り

と

し

て

、

国

民

一

人

当

た

り

年

間

二

五

〇

円

の

税

金

を

拠

出

す

る

政

党

助

成

金

を

削

減

す

べ

き

で

す

。

導

入

さ

れ

た

一

九

九

五

年

か

ら

昨

年

ま

で

の

一

七

年

間

に

日

本

共

産

党

を

除

く

各

党

が

受

け

取

っ

た

額

は

、

実

に

五

，

三

五

八

億

円

に

も

達

し

て

い

ま

す

。増

税

す

る

な

ら

、

大

企

業

減

税

や

証

券

優

遇

税

制

（

本

則

二

〇

％

→

一

〇

％

）

を

廃

止

し

、

二

六

〇

兆

円

も

の

内

部

留

保

を

抱

え

る

大

企

業

や

富

裕

層

に

応

分

の

負

担

を

求

め

る

べ

き

で

す

。そ

も

そ

も

、

政

府

・

民

主

党

が

掲

げ

る

「

税

と

社

会

保

障

の

一

体

改

革

」

は

、

消

費

税

あ

り

き

の

中

身

で

す

。

財

界

の

要

求

に

忠

実

に

、

大

企

業

の

税

と

社

会

保

障

負

担

を

減

ら

す

た

め

に

、

国

民

に

社

会

保

障

削

減

と

消

費

税

増

税

を

押

し

つ

け

る

も

の

で

す

。

公

務

員

攻

撃

は

、

そ

の

口

実

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

だ

い

た

い

消

費

税

導

入

以

来

、

社

会

保

障

は

切

り

下

げ

の

連

続

で

す

。

累

計

二

二

四

兆

円

の

消

費

税

の

う

ち

、

二

〇

八

兆

円

は

大

企

業

減

税

の

穴

埋

め

に

使

わ

れ

て

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

五

兆

円

規

模

の

軍

事

費

も

削

減

の

対

象

に

す

べ

き

で

、

一

，

八

六

七

億

円

の

ア

メ

リ

カ

軍

へ

の

「

思

い

や

り

予

算

」

、

一

機

一

〇

〇

億

円

も

の

戦

闘

機

四

二

機

購

入

の

無

駄

遣

い

等

も

や

め

る

べ

き

で

す

。

今

後

新

た

な

賃

金

削

減

法

案

が

作

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

が

、

前

田

国

土

交

通

大

臣

は

、

国

交

省

に

働

く

す

べ

て

の

職

員

の

使

用

者

と

し

て

、

こ

の

憲

法

違

反

の

賃

金

削

減

に

反

対

す

る

こ

と

を

改

め

て

強

く

要

求

し

ま

す

。

(

一

面

、

後

段

よ

り

続

く

）

全

国

の

市

長

会

、

国

会

議

員

に

文

書

を

出

し

、

説

明

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

○

相

当

に

国

交

省

も

巻

き

返

し

を

狙

っ

て

、

市

町

村

に

働

き

か

け

て

い

る

。

市

町

村

か

ら

地

方

整

備

局

の

移

管

に

反

対

す

る

声

も

上

が

っ

て

い

る

。

○

反

対

と

い

う

決

議

を

さ

れ

て

い

る

市

・

町

の

グ

ル

ー

プ

も

あ

る

。

私

共

も

説

明

の

書

簡

を

送

り

、

具

体

的

な

説

明

を

四

月

か

五

月

頃

、

広

域

連

合

と

し

て

シ

ン

ポ

ジ

ュ

ウ

ム

を

行

う

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

、

さ

ら

に

、

二

月

四

日

に

は

「

四

国

広

域

連

合

」

が

発

足

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

四

国

整

備

局

の

早

期

移

管

に

否

定

的

な

意

見

も

出

さ

れ

て

お

り

、

内

部

に

大

き

な

矛

盾

を

抱

え

て

い

ま

す

。

地

域

主

権

の

実

態

が

明

ら

か

に

な

れ

ば

な

る

ほ

ど

、

疑

問

の

声

、

批

判

の

声

が

広

が

り

、

ま

さ

に

、

こ

れ

か

ら

が

天

王

山

の

攻

防

に

な

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。私

た

ち

は

、

こ

れ

ま

で

の

運

動

に

確

信

を

持

ち

、

「

国

民

の

安

全

・

安

心

が

守

ら

れ

る

」

体

制

確

立

に

全

力

で

頑

張

っ

て

ゆ

き

ま

し

ょ

う

。

増
税
増
税
増
税
増
税
のののの
前前前前
にににに
、、、、
政
党
助
成
金

政
党
助
成
金

政
党
助
成
金

政
党
助
成
金
、、、、
大
企
業

大
企
業

大
企
業

大
企
業
やややや
証
券
優

証
券
優

証
券
優

証
券
優

遇
税
制

遇
税
制

遇
税
制

遇
税
制
をををを
廃
止
廃
止
廃
止
廃
止
しししし
、、、、
軍
事
費

軍
事
費

軍
事
費

軍
事
費
もももも
大
幅
縮
小

大
幅
縮
小

大
幅
縮
小

大
幅
縮
小
す
べ
き

す
べ
き

す
べ
き

す
べ
き

過
去
過
去
過
去
過
去
のののの
消
費
税
増
税
額

消
費
税
増
税
額

消
費
税
増
税
額

消
費
税
増
税
額
のののの
大
部
分

大
部
分

大
部
分

大
部
分
はははは
、、、、

大
企
業

大
企
業

大
企
業

大
企
業
のののの
法
人
税
減
税

法
人
税
減
税

法
人
税
減
税

法
人
税
減
税
でででで
消消消消
え
て
い
っ
た

え
て
い
っ
た

え
て
い
っ
た

え
て
い
っ
た

地
域
の
頭
越
し
に
進

む

「地
域
主
権
」

広
が
る
批
判
、
反
対

の
声
を
確
信
に
運
動

を
前
進
さ
せ
よ
う

消費税導入の露払いとしての賃金切り下げ、絶対容認できない

２，９００億円の節減で、５，４００億円の減収＝賃下げの連鎖招く

前田国土交通大臣は、「改めて職場の声を聞き、閣議で反対すべきだ」


